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●議員からの寄附やあいさつ状（答礼のための自筆によるものを除く）は公職選挙法で禁止されています●

請　
願

意
見
書

　

12
月
定
例
会
に
は
、
新
た

に
請
願
２
件
が
提
出
さ
れ
、

所
管
の
各
委
員
会
で
審
査
し

ま
し
た
。

　

議
会
は
、
こ
の
う
ち
１
件

を
採
択
、
１
件
を
不
採
択
と

し
ま
し
た
。

　

（
審
議
結
果
は
左
表
）

　

９
月
定
例
会
に
は
、
意
見

書
案
８
件
が
提
出
さ
れ
、
議

会
は
こ
の
う
ち
６
件
を
可
決

し
、２
件
を
否
決
し
ま
し
た
。

　

可
決
し
た
意
見
書
は
、
12

月
14
日
に
関
係
行
政
庁
等
へ

送
付
し
ま
し
た
。

　

（
審
議
結
果
は
左
表
）

東京外郭環状道路特別委員会

　

東
京
外
郭
環
状
道
路
特
別
委
員
会
を
平
成
30
年

10
月
19
日
に
開
催
し
、
国
等
の
事
業
者
を
招
き
、

外
環
道
路
に
関
す
る
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
開
通
後
の
事
業
の
進
捗
状
況
等

に
つ
い
て
事
業
者
か
ら
説
明
を
受
け
た
後
、
各
委

員
か
ら
、
未
整
備
区
間
が
残
る
副
道
や
歩
道
な
ど

環
境
施
設
帯
の
整
備
状
況
に
つ
い
て
の
他
、
小
塚

山
公
園
の
樹
木
の
復
元
に
つ
い
て
、
小
塚
山
ト
ン

ネ
ル
内
の
道
路
冠
水
対
策
に
つ
い
て
、
中
央
分
離

帯
の
あ
る
交
差
点
へ
の
ベ
ン
チ
の
設
置
等
に
つ
い

て
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
質
疑
に
対
し
、
事
業
者
か
ら
は
、
環

境
施
設
帯
に
つ
い
て
は
30
年
度
末
ま
で
に
９
割

の
区
間
で
供
用
す
る
こ
と
を
目
標
に
整
備
を
進
め

て
い
る
こ
と
、
小
塚
山
公
園
の
樹
木
に
つ
い
て
は

30
年
度
中
に
復
元
が
完
了
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
、

小
塚
山
ト
ン
ネ
ル
の
冠
水
対
策
に
つ
い
て
は
路
面

清
掃
や
排
水
構
造
物
補
修
等
を
行
い
適
切
に
管
理

し
て
い
く
こ
と
、
ま
た
、
中
央
分
離
帯
の
あ
る
全

て
の
交
差
点
に
つ
い
て
は
30
年
度
中
に
ベ
ン
チ
機

能
を
有
す
る
防
護
柵
を
設
置
し
て
い
く
等
の
答
弁

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

環境施設帯の整備などについて各委員が質疑

会
派
別
議
員
名
簿

（
定
数
42
名
）　

公

明
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一
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内　

清　

海

自
由
民
主
党

○
中　

山　

幸　

紀

　

ほ
そ
だ　

伸　

一

　

佐
藤
ゆ
き
の
り

　

か
い
づ　
　
　

勉

創
生
市
川
第
１

○
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央
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中　

幸
太
郎
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郎

創
生
市
川
第
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正

創
生
市
川
第
３

○
荒　

木　

詩　

郎

　

松　

永　

鉄　

兵

　

稲　

葉　

健　

二

新
し
い
流
れ

○
か
つ
ま
た
竜
大

　

西
牟
田　
　
　

勲

　

佐　

藤　

義　

一

市
川
未
来
50
年
の
会

○
大
久
保　

た
か
し

市
民
の
力

○
石
原
よ
し
の
り

市
民
市
政

○
星
け
ん
た
ろ
う

※○は会派代表者。　　※市議会では会派制をとり議会活動を行っています。なお、所属議員３人以上の会派を、議会運営委員の選出などができる交渉会派としています。

議 会 運 営 委 員 会 の 視 察

【日　程】
平成30年11月12日～14日
【視察地及び視察項目】
・甲賀市　議会だよりの編集
・彦根市　視察対応プロジェクトチーム／予算委員会の運営
　　　　　／議場開放事業
・磐田市　議会改革の取り組み（特に予算決算委員会の運営）
【主な視察内容】
　甲賀市では、議会だよりの企画・特集記事の原
稿を議員が作成し、広報特別委員会で編集してい
る。彦根市は、他市からの視察の対応を議員で構
成するプロジェクトチームで行っている他、議会

報告会や子ども議会を開催し、議会や議場を身近
に感じてもらう取り組みを行っている。磐田市は
常任委員会として予算決算委員会を設置し、予算
と決算を連動させて審査する体制を構築している。

甲　賀　市

　市川市稲越町の市道2006号及び
2007号は、朝夕の通勤通学時間帯に
大変交通量が多く、特に稲越小学校
の通学路であるため、登下校時には
多くの児童が通行している。
　また、市道2007号西側の幅員が狭
いため、市道2006号の南北から市道
2007号への自動車の右左折がしづら
い他、平成30年６月の外環道路、国
道298号開通により自動車の交通量
はますます増えており、中には交差
点で停止せずそのまま通行する自動
車もあり大変危険な状況である。
　よって、本市議会は千葉県に対し、
この安全対策として、同交差点に点
滅信号機の新設を強く要望する。

○平成31年定例会開会予定日○

２月定例会 ２月18日(月)

６月定例会 ６月14日(金)

９月定例会 ９月６日(金)

12月定例会 11月29日(金)

※上記は予定であり、事情により変更

される場合があります。

稲越町に信号機の設置を求める意見書（要旨）

件　　　　　　　名 各 会 派 の 賛 否 審

議

結

果

公

明

党

無
所
属
の
会

日
本
共
産
党

清

風

会

自
由
民
主
党

創
生
市
川
第
１

創
生
市
川
第
２

創
生
市
川
第
３

新
し
い
流
れ

市
川
未
来
50
年
の
会

市
民
の
力

市
民
市
政

○市長提出

議　案 第36号 不正競争防止法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関す
る条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

37号 市川市国民健康保険税条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

38号 市川市道路占用料条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

39号 平成30年度市川市一般会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

40号 平成30年度市川市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

41号 平成30年度市川市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

42号 平成30年度市川市病院事業会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

43号 平成30年度市川市下水道事業会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

44号 市川漁港区域護岸整備工事請負契約について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

45号 指定管理者の指定について（市川市文化会館、市川市行徳公会堂、市川市芳澤
ガーデンギャラリー、市川市木内ギャラリー） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

46号 指定管理者の指定について（市川市南行徳デイサービスセンター、南行徳老人
いこいの家） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

47号 市道路線の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

48号 市長及び副市長の給料の特例に関する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

49号 市川市一般職の職員の給与に関する条例等の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

○議員提出

発　議 第24号 稲越町に信号機の設置を求める意見書の提出について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

25号 商業捕鯨再開を求める意見書の提出について ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 可　決

26号 義援金差押禁止法の恒久化を求める意見書の提出について ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 可　決

27号 無戸籍問題の解消を求める意見書の提出について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 可　決

28号 認知症施策の推進を求める意見書の提出について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

29号 Society5.0時代に向けた学校教育環境の整備を求める意見書の提出について ○ △ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

30号 消費税率10％への増税を中止するよう求める意見書の提出について × ○ ○ × × × × × △ × × × 否　決

31号 国民健康保険料（税）引き下げへ国の対応を求める意見書の提出について × ○ ○ × × × × × ○ × × × 否　決

○請　願

請願第30-8号 日本政府に「核兵器禁止条約」に署名・批准を求める意見書の提出を求める請
願 × ○ ○ × × × × × ○ × ○ ○ 不採択

30-9号 稲越町に信号機の設置を求める請願 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採　択
※出席した会派の議員全員が、賛成：○、反対：×、出席した会派の議員の一部が賛成・一部が反対：△
※議員別の賛否は市川市議会のホームページに掲載しています。

議案等の審議結果一覧


